
このセミナーを通して感じたことは、夫婦の間は｢阿吽の呼

吸｣などと思わず、必要なことはキチンとお互いが言わなけれ

ばならないということです。コミュニケーションを図り、相手の夢

や希望をキチンと把握し、理解し、支援する、｢自分育ての支え

合い｣が大切だと感じました。 広岡先生の講演は、“目から鱗
が落ちる”という感じで、もっと若い世代の夫婦にもたくさん聞い
てほしいと思いました。

男女共同参画週間（毎年６月２３日から６月２９日、主唱：内閣

府）に合わせ、厚木市で男性と女性の関係をテーマにした講演会

を開催しました。（参加者数101人）

妻が望んでいたのは、自分の「家族サービス」ではなく、「自分育

て」のサポートだった…という講師・広岡守穂先生の自らの気付き
を基にした内容。普通の男性が妻を支える気持ちになるまでのエ

ピソードをわかりやすく講演し、参加者がパートナーとの関係を見

つめ直すきっかけを提供しました。

先日、男女共同参画に関わる研修に参

加させていただく機会がありました。研修
では少子化問題についても多く触れられて

いましたが、今回取材をさせていただいた内田家の
皆さんを見て、やっぱり家族がたくさんいるとパワフ
ルだなぁ、と感じました。（人権男女参画課 中林）
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あつぎパートナーセンターだより No.129
私たちがめざす男女共同参画社会とは、｢すべての｣人が尊重され、多様
な生き方を選択することが可能で、家庭、地域、職場などにおいて個人の
能力を十分に発揮することができる社会です。

男女共同参画リーダー・川島

男女共同参画リーダー・仁藤

どのような間柄でも、自分の気持ちは言葉に出して伝えな

いと、相手にはわからない、と気づかされました。

・男女共同参画地域推進講座
市内７地区終了！

・男女共同参画推進セミナー
｢広岡守穂さん講演会｣

・ご意見募集！

・PRコーナーの紹介

最近は核家族化や少子化が進み、一世帯当たりの人数はます
ます少なくなっています。写真の内田さんのように、親子４世代、
毎日顔を合せ仲良く生活できるなんて、なんだか羨ましいですね！

～にぎやか親子４世代・内田さん一家に聞きました～

：家庭円満の秘訣は？

：仲良くケンカをすること・適度な距離を保つこと

：最近、家族みんなで一緒にやることは？

：3代目三男(雅之プロ)のキックボクシングの試合の応援
：家族が多くてよかったことは？

：お互いに助け合って、にぎやかに楽しく過ごせること

厚木市水引在住
内田家の皆さん

お揃いのキックボクシン
グ応援Tシャツを着用して
の、親子４世代・集合写真
です。
お住まいは別々ですが、
皆さん近所なので、一家で
経営する飲食店に毎日集
結し、にぎやかに過ごされ
ています。



厚木市における男女共同参画の意識を

高めるための活動にご協力いただいている、

28人の厚木市民のみなさんです。

こうし
よう！

ヨガと琵琶の演奏会
平成21年2月14日（土）南毛利公民館

第1部 近年注目のヨガの体験（内藤由紀子先生）

第2部 筑前琵琶の演奏会（藤巻旭鴻先生）

この講座は、「男性も女性も時には一緒の時間を過ごし、お互いに理解し合いましょう！」をテーマとし、バレンタ

インデーに開催しました。男性9名、女性13名の市民の方々が参加し、パートナーと一緒の時間を楽しみました。
第1部のヨガ体験では、｢お互いに協力し合い良い汗が流せた｣・｢ゆったりと静かなひと時が過ごせた｣等の感想
が寄せられました。また、第2部の筑前琵琶の演奏会では、あまり耳にすることのない琵琶の音色に、日ごろの喧
騒を忘れ優雅なひと時でした。また、参加者が琵琶をつまびき体験する機会もあり、あっという間の2時間でした。

外国映画で男性が女性を優しく手助けする場面をよく見かけます。一方、わが国では「夫婦」「一男一女」

「善男善女」「男尊女卑」「男女共学」のように「男」が先行しているコトバが目立ちます。

男女共同参画社会をめざす運動が始まった頃、「男女」を「女男」、「父母」を「母父」と言い換えようという

勇ましい声を耳にしましたが、語順を変えても「コトバ」というものは頑固で保守的なのか、「意識」・「考え方」

は簡単には変わりません。変えるには一人ひとりの「意識改革」・「行動改

革」が大切なのではないでしょうか。

リンパビクス教室
平成21年1月31日（土）依知南公民館

パートナーと一緒に参加できることは何か？を目指し開催しました。 当日は、寒さを吹き飛ばすほ

ど会場一杯に、70名の方が参加してくださいました。
今回はリンパビクスや健康体操等で有名な利根川先生を講師にお迎えしました。利根川先生の個

性豊かなご指導の下、｢こころが動けばからだも動く」

と題し、毎日の生活の中で簡単にできる、リンパの流

れを良くする運動を教えていただきました。

この日に学んだ沢山の事を生かして、健康管理に

関心を持ち、男女が互いに対等な立場で思いやり

を持って生きて行きたいです。

男女共同参画リーダー・奥田

キャラ弁教室
平成21年1月24日(土)あつぎパートナーセンター
父と子のキャラクター弁当づくり教室を開催しました。父と子で力を合わせ、ご飯と

おかずを上手にアレンジしてキャラクターをつくり、試食ではみなさんおいし

そうに完食されていました。 家庭でもお父さんの出番が多くなり「男は仕事、

女は家事」という考え方から脱皮し、皆がより楽しく生活できると良いですね。

男女共同参画リーダー・溝呂木

男女共同参画リーダー・金子

男女共同参画リーダー・岩本

①玉川･森の里地区 平成19年2月3日（土）森の里公民館
｢夫婦でつくる料理教室｣

②相川・愛甲地区 平成19年2月24日（土）相川公民館

｢男の料理と歌の夕べ~家族を招待しての食事会~｣

③荻野・小鮎地区 平成20年2月2日（土）小鮎公民館

｢ココロとからだ ふたりを楽しむヒント（講演会）｣

④睦合北・南地区 平成20年2月23日（土）睦合北公民館

｢落語でティータイム～冬の午後をHOTに過ごす～｣

｢男女共同参画｣。言葉で聞いたことは

あるけれど、自分には関わりのない話だと

感じる方が多いのではないでしょうか？

そこで、より身近なところから男女共同

参画を広めていこうと企画されたのが

この講座。厚木市男女共同参画

リーダーの皆様に

ああし
よう！

企画・運営から携わっていただき、平成18
年度から平成20年度にわたり、市内各地
区公民館を会場に開催してきました。

今後も、男女共同参画社会の実現に向け、

各種の事業を展開してまいります。

（厚木市人権男女参画課）

＊リンパビクスとは？

エアロビクスにプラスして、優しい
タッチで外部から身体に「圧」を加え、
リンパ管を通るリンパ液の流れを良
くする体操です。


